
平成28年9月たなぐら議会だより　（2）（3）　平成28年9月たなぐら議会だより

歳　　　　入

すべての会計すべての会計 決算を認定決算を認定平　成
27年度

9 　月
定例会

　平成27年度の決算認定は、決算特別委員会に付託し慎重に審議しました。その結果、全会一
致で認定しました。
　決算額は、一般会計と特別会計合わせて、歳入113億3,799万円、歳出107億126万円とな
りました。差引額のうち一般会計では7,930万円が年度内に支出完了することができない事業
の財源として平成28年度へ繰り越されました。

会計別決算額会計別決算額

※資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金
　で補填されています。 

会 計 名 歳 入 歳 出 差 引
一 般 会 計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
霊 園 整 備 事 業

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

上水道事業会計
（消費税抜き)

一般・特別会計決算合計

 （１万円未満切捨て／△はマイナス）

76億1,004万円
18億9,779万円
1億2,978万円
12億8,219万円

7,392万円
2億6,720万円
7,635万円
72万円

37億2,795万円
113億3,799万円

4億982万円
1,813万円

71億3,417万円
17億8,663万円
1億2,815万円
12億3,772万円

7,368万円
2億6,524万円
7,504万円
63万円

35億6,709万円
107億126万円
3億6,451万円
1億7,929万円

4億7,587万円
1億1,116万円

163万円
4,447万円
24万円
196万円
131万円
9万円

1億6,086万円
5億3,673万円
4,531万円

△ 1億6,116万円

小 計

 町長からの議案説明の様子

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
27
日
か
ら
30
日
の

４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
決
算
認
定

に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

審
議
さ
れ
、
そ
の
他
、
平
成
28
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
、
人
事
案
件
の
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。歳入

７６億１，００４万円

町税 27.1%
20億6,296万円

地方譲与税等
5.1%
3億8,923万円

地方交付税
25.9%
19億7,049万円

使用料及び手数料
1.1%
8,217万円

国県支出金
23.0%
17億4,740万円

その他 3.8%
2億8,732万円

繰入金 3.6%
2億7,547万円

町債 7.6%
5億7,470万円

繰越金 2.9%
2億2,031万円

歳出
７１億３,４１７万円

扶助費 13%
9億4,326万円

補助費等 15%
10億6,654万円

維持補修費 0%
4,311万円

普通建設事業費
14%
9億7,153万円

人件費 15%
10億7,450万円

公債費 9%
6億2,984万円

その他 5%
3億5,122万円

繰出金 11%
7億6,964万円

　法人町民税の減により町税が総じて減となり
ましたが、地方交付税、国県支出金等の増によ
り前年と比較すると5.6％、約４億円の増とな
りました。

歳入決算額の推移

76億1,004万円

平成27年度

72億0,431万円

平成26年度

80億6,297万円

平成25年度

93億2,460万円

平成24年度

68億6,868万円

平成23年度

歳　　　　出

　ふくしま森林再生事業の農林水産事業費や社
会資本整備総合交付金事業土木費の減。地域創
生関連事業を中心とした総務費、除染対策事業
費、地域消費喚起型事業による商工費などの増
により、前年と比較すると4.3％、約２億９千
万の増額となりました。

災害復旧事業費
1%
7,060万円

物件費 17%
12億1,395万円

歳出決算額の推移

71億3,417万円

平成27年度

68億3,900万円

平成26年度

78億1,991万円

平成25年度

86億5,507万円

平成24年度

64億8,892万円

平成23年度

 （１万円未満切捨て）

 （１万円未満切捨て）
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様々な視点から質疑が行われました様々な視点から質疑が行われました
平成27年度 決算特別委員会質疑（抜粋）

活発な質疑がなされた
決算特別委員会の様子

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
い
く
ら

く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。 

　
　
　
８
，９
６
５
，０
０
０
円
。 

　
　
　
剰
余
金
で
、
約
４
億
円
が

あ
る
理
由
は
。 

　
　
　

主
に
、
扶
助
費
関
係
や
工

事
等
の
精
算
の
関
係
に
よ
る
も
の
。 

　
　
　
白
河
広
域
圏
滞
納
整
理
組

合
が
差
し
押
さ
え
た
金
額
は
。 

　
　
　
９
，１
７
２
，５
９
５
円
の

徴
収
金（
滞
納
分
）が
あ
っ
た
。

 　
　
　
何
ら
か
の
理
由
で
行
政
区

を
抜
け
た
宅
へ
の
配
布
物
な
ど
の

行
政
の
対
応
は
。 

　
　
　

年
度
当
初
に
配
布
す
る

「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
「
ゴ

ミ
回
収
日
程
表
」
は
送
付
し
て
い

る
が
、
毎
月
発
行
の
広
報
紙
な
ど

は
、
役
場
も
含
め
て
各
施
設
に
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
取
り
に
寄
っ
て

も
ら
う
。 

　
　
　
友
好
の
森
林
づ
く
り
事
業

の
新
た
な
展
開
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。 

　
　
　
川
越
市
と
の
共
同
事
業
の

た
め
川
越
市
と
協
議
し
平
成
29
年

度
に
つ
い
て
は
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。 

　
　
　
棚
倉
町
観
光
ガ
イ
ド
の
試

験
を
受
け
ら
れ
た
延
べ
人
数
と
、

合
格
さ
れ
た
人
数
は
。 

　
　
　
観
光
ガ
イ
ド
に
な
る
た
め

に
は
１
級
合
格
者
と
な
る
が
、
受

講
者
は
９
名
、
う
ち
２
人
合
格
、

延
べ
の
合
格
者
は
13
人
に
な
る
。

な
お
、
２
級
の
受
験
者
は
13
人
。 

　
　
　
棚
倉
応
援
大
使
の
現
在
の

登
録
者
数
は
。 

　
　
　

平
成
28
年
８
月
現
在
で

40
人
。 

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
に
係
る
経
費
が
多
額
で
あ
る

が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
活
用
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
現
在
は
ガ
ス
で
冷
暖
房
を

使
用
。
電
気
に
切
り
替
え
る
に
は

多
額
の
経
費
に
な
る
。
ま
た
、
太

陽
光
は
蓄
電
式
の
た
め
通
常
業
務

に
は
適
さ
な
い
。 

　
　
　
図
書
館
指
定
管
理
委
託
に

つ
い
て
、
町
は
管
理
、
監
視
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
毎
月
１
回
、
図
書
館
と
委

託
先
の
活
性
化
協
会
、
そ
し
て
生

涯
学
習
課
で
月
例
会
を
開
催
し
意

見
の
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。 

　
　
　
図
書
館
で
働
く
方
々
の
待

遇
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
役
場
の
臨
時
職
員
と
同
じ

で
あ
る
。 

　
　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
改
修

工
事
の
内
容
に
つ
い
て 

　
　
　
当
初
に
計
上
し
た
工
事
の

ほ
か
、
施
設
老
朽
化
に
よ
り
突
発

的
に
あ
っ
た
工
事
な
ど
。 

　
　
　
国
保
税
の
収
入
未
済
額
が

昨
年
と
比
較
す
る
と
改
善
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。 

　
　
　
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、

ひ
と
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 
弁

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 
問

質 

問
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

　
審
査
の
結
果
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
と
も
、
総
合
意
見

と
し
て
健
全
化
判
断
比
率
は

適
正
に
算
定
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
は
、
法
令
に

準
拠
し
て
適
正
に
作
成
さ
れ

事
務
処
理
を
さ
れ
て
い
る
。

　
上
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
も
、
適
正
に
経
理
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
是
正
改
善
を
要
す
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
特
に
指
摘
す

べ
き
事
項
は
な
い
の
で
、
今

後
と
も
、
適
正
に
執
行
さ
れ

処
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
す

る
。

議　案
審　議
な　ど

条
例
の
制
定

なぜ、わざわざ特別委員会を
設置して審議するんですか？

より深い質疑を行うために設置し
ました。本会議（議場）では、質問は
３回までと決まっているんです！

Q A
監
査
委
員 

藤
田 

啓
一
朗

藤
田　

 

智
之

決
算
審
査

　

  

意
見
書（
抜
粋
）

決
算
審
査

　

  

意
見
書（
抜
粋
）

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
任
期
付
職
員
を
任
用

す
る
に
あ
た
り
、
職
員
の
任
期
を

定
め
た
採
用
及
び
そ
の
任
期
を
定

め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定
で
す
。

　
任
期
付
職
員
制
度
は
、
県
内
外

の
市
町
村
に
お
い
て
も
条
例
化
し
、

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
行
政
運
営
に

つ
い
て
、「
本
格
的
業
務
に
従
事
す

る
者
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

相
応
の
給
与
や
休
暇
等
の
勤
務
条

件
が
適
用
さ
れ
る
ほ
か
、
３
年
な
い

し
５
年
以
内
と
い
う
複
数
年
の
任

期
を
設
定
し
雇
用
す
る
職
員
で
す
。

　
任
期
付
職
員
は
、
特
定
任
期
付

職
員
（
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経

験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る

者
）、
一
般
任
期
付
職
員
（
専
門
的

な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
等
）、
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
分
け
ら

◇
棚
倉
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

　
採
用
等
に
関
す
る
条
例

れ
ま
す
。

　
特
定
任
期
付
職
員
は
Ｉ
Ｔ
技
術

者
や
医
師
等
を
雇
用
す
る
場
合
、

一
般
任
期
付
職
員
は
幼
稚
園
教
諭

や
保
健
師
等
を
雇
用
す
る
場
合
、

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い

て
は
住
民
票
交
付
業
務
や
税
証
明

発
行
業
務
等
の
窓
口
業
務
等
で
雇

用
す
る
場
合
に
活
用
し
、
そ
の
採

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
採
用
試
験

を
受
験
し
て
い
た
だ
き
合
格
者
を

採
用
し
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
も
６
人
の
議
員

が
質
問
し
た
企
業
誘
致
問
題
に
つ

い
て
、
今
回
の
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
閉
会
中
も
委
員
会
の
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
棚
倉
町
に
お
け
る
企
業
誘
致
政
策

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
、

今
後
、
当
委
員
会
に
よ
り
こ
の
問

題
を
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

※

任
期
付
職
員
と
は

※

建
設
経
済
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の

　
所
管
事
務
調
査
を
追
加
議
案
で
決
定

棚倉町一般職の
 任期付職員の採用等に
　　　関する条例が制定

棚倉町一般職の
 任期付職員の採用等に
　　　関する条例が制定 歳　

入

歳　
出
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補正
予算

除
染
対
策
・
役
場
駐
車
場
用
地
取
得
費
な
ど

　

一
般
会
計
１
億
７
６
１
０
万
円
を
増
額

　
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
、

町
債
な
ど
の
増
額
補
正
で
す
。

　
農
林
土
木
災
害
普
及
費
を
は
じ
め
、

組
織
機
構
改
編
等
に
伴
う
人
件
費
、
役

場
駐
車
場
用
地
取
得
費
、
除
染
対
策
事

業
費
、
観
光
施
設
管
理
費
、
消
防
施
設

修
繕
費
、
小
中
学
校
備
品
購
入
費
等
の

増
額
の
ほ
か
、
当
面
す
る
事
務
事
業
経

費
の
補
正
で
す
。

　
県
と
の
デ
ー
タ
連
携
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
、
職
員
の
人
事
異
動
に
伴

う
増
額
補
正
で
す
。

　
平
成
27
年
度
の
精
算
に
伴
う
返
還
金

な
ど
の
増
額
補
正
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

9 月 補 正 予 算 の 状 況 １万円未満切り捨て

◇
一
般
会
計

◇ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇ 
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◇ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◇ 

上
水
道
事
業
会
計

◇ 

介
護
保
険
特
別
会
計

松本　市郎さん
（玉野）

益子　秀一さん
（戸中）

棚
倉
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
任
命

棚
倉
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

人
事
案
件

１億7610万円
89万円

4677万円
1615万円
344万円
△85万円
250万円
1222万円

70億1625万円
17億5403万円
13億9254万円
1億605万円
2億7678万円
7256万円

4億2941万円
13億9265万円

一　般　会　計

特別会計

上水道
事業会計

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農業集落排水事業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

歳 

入
歳 

出

　
棚
倉
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
委

託
費
及
び
、
山
岡
簡
易
水
道
施
設
の
工

事
費
の
増
額
補
正
で
す
。

　
棚
倉
町
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
プ
ラ

ン
策
定
業
務
委
託
費
、
公
共
桝
設
置
工

事
の
増
額
補
正
で
す
。

　
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
減
、
棚

倉
町
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
策

定
業
務
委
託
費
の
増
等
に
よ
る
減
額
補

正
で
す
。

　
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
、
棚
倉

町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
委
託
費

増
額
補
正
で
す
。

9月定例会では９人の議員が登壇し質疑を行いました。
今回は主に、湯座町長２期目に関連する内容など。
次のページからは、要点をまとめて掲載してあります。

9月定例会では９人の議員が登壇し質疑を行いました。
今回は主に、湯座町長２期目に関連する内容など。
次のページからは、要点をまとめて掲載してあります。
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1 菊池 忠二 議員 ………… 8ページ

1. ９月４日開票、棚倉町町長選挙の結果について問う
2. 選挙戦での公約である１０年先を見据えた施策について問う
3. 子育て環境の充実問題、特に幼稚園の対応について問う
4. 家庭のゴミ回収について問う

2 和知 裕喜 議員 ………… 9ページ
1. 旧白棚線自動車道の払い下げ活用について
2. 町立近津小学校周辺の道路整備について
3. ふくしま森林再生事業の取り組みについて

1. 旧白棚線自動車道の払い下げ活用について
2. 町立近津小学校周辺の道路整備について
3. ふくしま森林再生事業の取り組みについて

3 蛭田 卓雄 議員 ………… 10ページ
1. 歴史的遺産の活用と観光誘客対策を問う
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3. 企業誘致を問う
4. イノシシ駆除対策を問う

4 須藤 俊一 議員 ………… 11ページ
1. 町長２期目の所信を問う
2. 棚倉町における各種委員会等の選任の方法について
3. 地方自治法９２条の２議員の兼業禁止について

5 古市 泰久 議員 ………… 12ページ
1. 鳥獣被害の実態と捕獲隊の状況について問う
2. 交通不便地域の解消と高齢者の交通弱者対策について問う
3. 農道及び、農業用排水路の維持管理に伴う、原材料支給の
　対応について問う
4. 町営弓道場の建設計画について問う
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　対応について問う
4. 町営弓道場の建設計画について問う

6 佐川 裕一 議員 ………… 13ページ
1. 湯座町長の政策を問う
2. 国道２８９号線と県道黒磯棚倉線整備について
3. 東京オリンピック・パラリンピック合宿誘致について

1. 湯座町長の政策を問う
2. 国道２８９号線と県道黒磯棚倉線整備について
3. 東京オリンピック・パラリンピック合宿誘致について

7 藤田 智之 議員 ………… 14ページ藤田 智之 議員 ………… 14ページ
1. 待機児童の解消と第２子からの無料化は
2. ゴルフ場の振興に取り組むべきではないか
3. マイナンバーカードの利用の推進は

1. 待機児童の解消と第２子からの無料化は
2. ゴルフ場の振興に取り組むべきではないか
3. マイナンバーカードの利用の推進は

8 鈴木 政夫 議員 ………… 15ページ鈴木 政夫 議員 ………… 15ページ
1. 企業誘致に本気で取り組むべきと思うがどうか
2. 効果的なイノシシ対策について
3. 学校給食費の無料化について

1. 企業誘致に本気で取り組むべきと思うがどうか
2. 効果的なイノシシ対策について
3. 学校給食費の無料化について

9 藤田 光子 議員 ………… 16ページ藤田 光子 議員 ………… 16ページ
1. 子どもセンターの内外事情について
2. 観光案内板について
3. 幼稚園の３年保育試行の現状と今後について
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平成28年9月たなぐら議会だより　（8）（9）　平成28年9月たなぐら議会だより

棚
倉
町
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
問
う

問答
責
任
の
重
さ
を
強
く
実
感
し
て
い
る

イ
ド
方
式
の
セ
ー
ル
ス
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
行
く
の
か
。

　
　
　
　
工
業
団
地
を
造
成
、
保
有
す

る
リ
ス
ク
よ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
企
業

の
要
望
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
行
く
。

　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
即
断
即
決
の

時
代
、
副
町
長
２
名
制
、
又
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
養
成
が
視
野
に
入
る
と
思
う

が
。

　
　
　
　
現
在
副
町
長
は
職
責
を
果
た

し
て
お
り
２
名
制
は
考
え
て
い
な
い
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て
、
縁
の
あ
っ

た
全
て
の
人
々
に
知
恵
を
頂
い
て
い

る
。

　
　
　
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
の
効
果
検

証
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

為
、
町
全
体
の
魅
力
を
高
め
、
そ
の
上

で
住
居
は
求
め
や
す
い
、
お
得
感
の
あ

る
相
反
す
る
調
整
は
こ
れ
か
ら
の
地
方

行
政
の
宿
命
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
子
育
て
、
企
業
誘
致
等
が
一
体
と

な
っ
て
定
住
人
口
の
増
加
を
計
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
投
票
率
が
昭
和
40
年
以
降
最
低

の
記
録
を
更
新
し
た
事
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
投
票
率
は
20
代
が
20
％
後

半
、
30
代
が
30
％
そ
こ
そ
こ
だ
っ
た
、

若
い
世
代
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
な
対

策
が
必
要
。

　
　
　
町
長
選
は
、
塙
町
長
選
の
様
に

町
を
二
分
、
三
分
し
て
戦
う
の
が
民
主

主
義
の
基
本
、
そ
し
て
そ
の
洗
礼
を
受

け
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
社
会
貢
献
で
あ
る
、
そ
れ
ぞ

れ
の
候
補
が
政
策
を
訴
え
、
町
民
が
こ

れ
か
ら
の
棚
倉
町
を
ど
う
し
て
行
く
か

考
え
る
場
に
も
な
る
の
で
必
要
。

　
　
　
人
口
減
少
の
特
効
薬
で
あ
る
企

業
誘
致
に
於
け
る
用
地
に
つ
い
て
、
い

わ
ば
モ
デ
ル
商
品
の
無
い
オ
ー
ダ
ー
メ

問問問 町
長

町
長

問答
子
育
て
し
や
す
い
幼
稚
園

保
護
者
か
ら
、意
見
や
要
望

等
を
聞
き
検
討
し
て
い
く

町
長

問答
町
長
公
約
で
あ
る
10
年
先

を
見
据
え
た
施
策
に
つ
い

て
問
う

第
６
次
振
興
計
画
を
将
来

像
と
し
て
進
め
て
行
く

問問問

地
域
創
生
課
長

町
長

産
業
振
興
課
長

旧
白
棚
線
自
動
車
道
の
払
い
下
げ
活
用
に
つ
い
て

問答
町
道
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い

　
　
　
道
路
沿
線
、
特
に
桧
木
地
区
の

土
地
利
用
の
可
能
性
が
高
ま
り
開
発
、

発
展
に
寄
与
す
る
と
思
う
が
。小
管
生
、

金
沢
内
等
は
中
心
部
ま
で
近
く
な
り
利

便
性
が
高
ま
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
経
済
波
及
効
果
や
利
便
性
は

一
般
的
な
道
路
改
良
と
同
様
に
、
道
路

沿
線
の
土
地
利
用
の
可
能
性
が
高
ま
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
町
中
よ
り
白
河
方
面
（
県
の
出

先
機
関
）
へ
の
距
離
と
時
間
が
短
縮
さ

れ
利
便
性
が
高
ま
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
利
用
者
に
は
、
白
河
方
面
へ

の
距
離
の
短
縮
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
払
い
下
げ
を
受
け
て
町
道
と
し

て
活
用
す
れ
ば
、
長
期
的
に
み
れ
ば
町

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
思
う
。
町
道
と

し
て
活
用
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
道
路
の
拡
幅
工
事
や
防
護
柵

な
ど
の
安
全
施
設
の
設
置
な
ど
、
多
額

の
費
用
が
必
要
、
維
持
管
理
費
も
生
じ

る
。厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、

町
道
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
。

手つかずのまま残されている旧白棚線

問

　
　
　
県
道
近
津
停
車
場
線
の
小
学
校

側
の
歩
道
の
新
設
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々

と
協
議
を
し
た
結
果
、
校
庭
東
側
は
児

童
が
通
行
し
な
い
の
で
必
要
な
い
。

　
　
　
町
道
六
石
平
桃
木
田
線
の
歩
道

整
備（
修
繕
）に
つ
い
て
。

　
　
　
　
改
修
工
事
を
平
成
29
年
３
月

ま
で
の
工
期
で
現
在
発
注
し
て
い
る
。

　
　
　
県
道
と
町
道
交
差
点
の
横
断
歩

道
北
側
の
電
柱
を
東
側
に
移
動
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
相
当
の
費
用
が
掛
る
事
か
ら

当
面
の
措
置
と
し
て
車
両
へ
の
注
意

を
喚
起
す
る
為
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
工

し
た
。

　
　
　
町
道
六
石
平
桃
木
田
線
の
バ
ス

停
留
所
整
備
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
、
関

係
部
署
と
協
議
し
安
全
の
確
保
に
努

め
る
。

　
　
　
平
成
25
年
度
よ
り
５
か
年
計
画

で
の
事
業
実
施
済
み
と
事
業
実
施
計
画

の
場
所
と
面
積
は
。

　
　
　
　
関
口
、
流
、
中
山
本
、
漆
草
、

祝
部
内
の
五
地
区
で
、
面
積
は
約
１
５

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
、
事
業
実
施
済

み
は
関
口
、
流
、
中
山
本
石
田
の
三
地

区
６
１
，３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
　
　
事
業
計
画
は
平
成
29
年
度
で
終

了
す
る
の
か
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
、
事
業
が
完
了
出
来
る
よ
う
事
務

を
進
め
る
。

　
　
　
平
成
30
年
度
以
降
の
森
林
再
生

事
業
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
県
は
平
成
32
年
度
ま
で
事
業

を
延
長
す
る
方
針
で
あ
る
。通
知
が
あ
り

次
第
、
次
期
計
画
の
対
応
を
検
討
す
る
。

町
長

問問 町
長

町
長

和知  裕 喜
わ　　  ち　　　  ひろ    よし

教
育
長

問 問
近
津
小
学
校
周
辺
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

答
校
庭
東
側
歩
道
は
児
童

が
通
行
し
な
い
の
で
必
要

な
い

問町
長

問問

問

町
長

教
育
長

問答
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

次
期
計
画
で
検
討
す
る

町
長

問問町
長

町
長

菊池  忠 二
きく　   ち           ちゅう     じ

　
　
　
子
育
て
を
初
め
て
間
も
な
い
親

は
、
2
人
目
、
3
人
目
の
出
産
と
女
性

の
人
生
設
計
に
、
又
、
人
口
減
少
の
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
入
園
児
の
推
移
を

見
て
、
ク
ラ
ス
の
人
数
、
増
築
な
ど
、

環
境
整
備
を
振
興
計
画
・
実
施
計
画
で

反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
　

問
各
家
庭
の
燃
え
る
ゴ
ミ
回

収
は
週
１
回
と
２
回
の
所

が
あ
る
が
、平
等
に
全
地
域

週
２
回
の
回
収
は
可
能
か

答
効
率
的
な
運
用
上
不
可
能

幼稚園3歳児芋の収穫祭

大勢で賑わった秋祭り

一般質問　平成28年9月定例会 平成28年9月定例会　一般質問を 問 うを 問 う棚 倉 町 政棚 倉 町 政

地
域
創
生
課
長

問



問答
企
業
誘
致
を
問
う

情
報
交
換
、
収
集
に
努
め

た
い

問答
「
地
方
自
治
法
92
条
の
２
」

議
員
の
兼
業
禁
止
に
つ
い
て

町
議
会
議
員
が
役
員
を
務

め
る
団
体
の
把
握
は
し
て

い
な
い

歴
史
的
遺
産
の
活
用
と
観
光
誘
客
対
策
は

問答
関
係
機
関
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
む

　
　
　
国
指
定
後
は
、
住
民
の
意
見
を

計
画
作
成
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　
棚
倉
城
跡
保
存
活
用
計
画
を

策
定
し
保
存
管
理
・
整
備
活
用
を
進
め
、

計
画
策
定
の
中
で
意
見
を
反
映
す
る
。

　　
　
　
史
跡
を
生
か
し
た
観
光
誘
客
対

策
は
。
関
係
機
関
、
団
体
等
で
推
進
に

向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
歴
史
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
全
国
京
都
会
議
に
加
入
し
、
ま
た

日
本
橋
に
設
置
の
福
島
県
の
物
産
館
に

お
い
て
観
光
Ｐ
Ｒ
や
物
産
品
の
販
売
を

通
し
情
報
発
信
し
、
歴
史
資
源
の
魅
力

を
体
感
し
て
頂
く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　
　
　
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
と
の
連
携
及

び
Ｐ
Ｒ
事
業
は
。

　
　
　
　
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や

Ｊ
Ａ
Ｆ
と
地
域
の
観
光
振
興
を
目
的
と

し
た
観
光
協
定
を
締
結
し
、Ｊ
Ａ
Ｆ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
観
光
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問問問

　
　
　
町
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事

業
を
更
に
充
実
を
図
る
に
は
、
各
地
区

の
歴
史
的
遺
産
の
計
画
的
な
整
備
が
重

要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
今
年
度
か
ら
三
ヵ
年
で
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
策
定
の
中
で
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
誘
致
活
動
状
況
と
昨
年
の
誘
致

実
績
、
企
業
懇
談
会
等
の
意
見
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
誘
致
実
績
は
３
社
。
町
内
企

業
訪
問
の
実
施
や
福
島
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
等
の
参
加
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報

交
換
、
収
集
に
努
め
た
い
。

　
　
　
団
地
造
成
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
企
業
の
要

望
に
応
じ
用
地
の
確
保
に
よ
り
対
応
。

　
　
　
企
業
誘
致
推
進
委
員
は
３
月
31

日
で
終
了
し
、
そ
の
後
、
ど
の
様
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
新
た
な
企
業
誘
致
推
進
体
制

の
再
構
築
に
つ
い
て
検
討
中
。

　
　
　
捕
獲
頭
数
、
出
動
回
数
は
平
成

27
年
及
び
平
成
28
年
４
月
か
ら
8
月
末

の
比
較
状
況
は
。

　
　
　
　
平
成
27
年
、捕
獲
頭
数
36
頭
、

出
動
数
46
日
。
平
成
28
年
77
頭
、
１
１

６
日
。

　
　
　
活
動
費
と
報
償
費
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
及
び
平
成
28
年
４
月
か
ら
８

月
末
の
比
較
状
況
は
。

　
　
　
　
平
成
27
年
活
動
費
34
．２
万

円
、
報
償
費
66
万
円
、
平
成
28
年
活
動

費
支
出
無
し
、
報
償
費
１
４
２
万
円
。

　
　
　
捕
獲
隊
か
ら
意
見
要
望
事
項
等

が
あ
る
の
か
。
対
策
会
議
等
の
開
催
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
許
可
書
の
発
行
、
活
動
費
・

報
償
費
の
交
付
と
連
絡
体
制
の
構
築
の

要
望
が
あ
る
。
対
策
会
議
は
、
５
月
、

８
月
に
実
施
。

町
長

平成28年9月たなぐら議会だより　（10）（11）　平成28年9月たなぐら議会だより

須藤  俊 一
 す      とう         しゅん   いち

町
長
２
期
目
の
所
信
を
問
う

問答
第
６
次
振
興
計
画
に
よ
り
町
づ
く
り
を
進
め
る

町
長

町
長

町
長

棚倉の昔「歴史」を語り合った
「奥州棚倉藩評定」

問答
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

を
問
う

森
林
整
備
事
業
は
、
平
成
32

年
ま
で
事
業
延
長
の
方
針

問
棚
倉
町
に
お
け
る
各
種
委

員
の
選
任
の
方
法
に
つ
い
て

答
法
律
、
条
例
等
の
趣
旨
に
よ

り
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

問答
イ
ノ
シ
シ
駆
除
施
策
を
問
う

捕
獲
で
き
る
区
域
ま
で

お
い
だ
し
対
策
を
講
じ
て

い
る

問 町
長

町
長

町
長

問問 町
長

町
長

町
長

　
　
　

２
期
目
の
実
施
計
画
と
、
町
の

方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
も
っ
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
住
民
が
主
役
、
安
心
で
優
し

い
、
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
町
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
て
、
自
立
と
協
働
の

視
点
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
「
生
き
が
い
対
策
」
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
、
支
援
を
講
じ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農

地
を
活
用
し
て
定
年
帰
農
者
や
農
業
に

対
し
て
意
欲
の
あ
る
人
へ
の
農
業
へ
の

誘
導
は
。

　
　
　
　
町
無
料
職
業
紹
介
所
の
活

用
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
図
り

就
職
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

農
業
に
関
し
て
は
、
農
業
専
門
指
導
員

を
配
置
し
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
市
民
農
園

の
開
放
な
ど
「
生
き
が
い
対
策
」
に
活

用
で
き
る
農
業
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
、
重
複

す
る
人
数
は
。
ま
た
、
主
な
役
職
等
は

何
か
。

　
　
　
　

 

非
常
勤
特
別
職
の
人
数
は

２
９
２
名
、
重
複
す
る
方
は
23
名
。
役

職
に
つ
い
て
は
、
執
行
機
関
の
委
員
、

議
会
の
同
意
を
得
る
委
員
、付
属
機
関
、

条
例
で
定
め
る
委
員
、
例
と
し
て
農
業

委
員
、
教
育
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
、

行
政
区
長
等
も
含
む
。

　
　
　
年
に
１
回
も
開
か
れ
て
い
な
い

委
員
会
や
審
議
会
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
な

が
ら
開
催
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
必
要
に
応
じ
て
招
集
す
る
。

　
　
　
町
が
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

団
体
の
数
、
役
員
を
し
て
い
る
議
員
の

人
数
は
。

　
　
　
　
町
補
助
金
交
付
団
体
の
数

は
、
１
６
５
団
体
、
う
ち
議
員
が
役
員

を
務
め
る
団
体
の
把
握
は
、
補
助
金
交

付
申
請
時
に
役
員
名
簿
の
提
出
を
求
め

て
い
な
い
た
め
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　
町
と
請
負
契
約
が
行
わ
れ
て
い

る
事
業
所
に
議
員
が
役
員
と
し
て
在
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
で
は
、
情
報
が
な

い
た
め
把
握
は
難
し
い
。

　
　
　
棚
倉
町
議
員
と
し
て
、
兼
務
が

好
ま
し
く
な
い
町
内
の
役
職
は
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
兼
業
禁
止
に
あ
た
る
の
は
、

教
育
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
、
町
長
、
副
町
長
、

常
勤
の
職
員
等
と
な
る
。

改めて、所信表明する町長

町
長

町
長

問町
長

町
長

総
務
課
長

問

問問

町
長

町
長

蛭田  卓 雄
 ひる      た           たく   　お

一般質問　平成28年9月定例会 平成28年9月定例会　一般質問を 問 うを 問 う棚 倉 町 政棚 倉 町 政

問問

問問

問

問問



問答
農
道
及
び
農
業
用
排
水
路

の
維
持
管
理
の
原
材
料
支

給
に
つ
い
て

行
政
区
長
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
支
給
し
て
い
る

問
町
営
弓
道
場
の
建
設
に
つ

い
て

答
財
政
面
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
検
討
し
て
い
く

佐川  裕 一
   さ　　がわ　　　ゆう　  いち

湯
座
町
長
の
政
策
を
問
う

問答
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
政
策
を
展
開

規格適合改修に多額の費用がかかる
ルネサンス棚倉ホッケー場

　
　
　
今
後
考
え
て
い
る
政
策
は
。

　
　
　
　
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
、
安
心
で
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
誇

り
と
愛
着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
の
も
と
、
子
育
て
支
援
、
健
康

づ
く
り
支
援
、
人
口
減
少
対
策
、
雇
用

の
場
の
確
保
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
政
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
国
道
二
八
九
号
線
・
黒
磯
棚
倉

線
の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
　
本
町
に
お
い
て
要
望
し
て
い

る
箇
所
は
、
国
道
二
八
九
号
線
で
は
金

沢
内
地
区
の
側
溝
整
備
、
黒
磯
・
棚
倉

線
で
は
栃
木
県
・
福
島
県
境
に
お
け
る

狭
隘
・
急
勾
配
区
間
を
解
消
す
る
た
め

戸
中
峠
ト
ン
ネ
ル
化
の
計
画
調
査
。

　
　
　
国
道
二
八
九
号
線
は
白
河
市
の

四
車
線
化
の
延
長
と
、
棚
倉
町
か
ら
い

わ
き
市
ま
で
の
整
備
等
が
棚
倉
町
に

と
っ
て
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
と
町
か
ら
の
働
き
か
け

は
。

　
　
　
　
四
車
線
化
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
事
業
化
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
鮫
川
村
の
渡
瀬
バ
イ
パ
ス

な
ど
、
事
業
に
着
手
し
て
い
る
箇
所
も

あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
国
道
二
八
九

号
線
建
設
期
成
同
盟
会
に
よ
る
要
望
活

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
黒
磯
棚
倉
線
の
戸
中
峠
の
整
備

が
進
ま
な
い
。町
で
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
毎
年
、
県
南
建
設
事
務
所
と

の
企
業
調
整
会
議
や
、
道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
に
よ
る
要
望
活
動
に
お
い

て
、
栃
木
福
島
両
県
に
対
し
、
早
期
整

備
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
栃
木
福

島
両
県
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を
果
た
す

路
線
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
早
期
に

整
備
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
要
望
活

動
を
実
施
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

問町
長

平成28年9月たなぐら議会だより　（12）（13）　平成28年9月たなぐら議会だより

高
齢
者
の
交
通
弱
者
対
策
は

問答
次
年
度
以
降
に
実
証
運
行
を
実
施
し
検
証

　
　
　
交
通
不
便
地
域
の
現
状
に
つ
い

て
は
。

　
　
　
　
町
民
の
約
４
割
の
方
が
交
通

不
便
地
域
に
住
ん
で
い
る
と
把
握
し
て

い
る
。

　
　
　
町
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
実

行
計
画
の
進
歩
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
か
ら
準
備

調
査
が
始
ま
り
、
次
年
度
に
は
実
証
実

験
を
行
う
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
タ
ク

シ
ー
ま
た
は
、
バ
ス
に
な
る
の
か
。
巡

回
型
か
デ
マ
ン
ド
型
に
な
る
の
か
検
討

中
で
あ
る
。

※

デ
マ
ン
ド
型
と
は…

事
前
に
予
約
を

し
て
利
用
す
る
相
乗
り
型

問問

　
　
　
昨
年
６
月
定
例
会
で
の
町
長
答

弁
で
は
、
今
後
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
。

　
　
　
　
　
競
技
人
口
の
問
題
や
多
額

の
建
設
費
用
等
が
必
要
な
た
め
建
設
に

つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。今
後
、

競
技
人
口
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
、
国
等

の
補
助
金
の
活
用
を
検
証
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
町
長
に
な
っ
て
か
ら
２
度
要

望
を
受
け
て
い
る
。
教
育
長
答
弁
の
と

お
り
検
討
は
重
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
原
材
料
の
支
給
根
拠
と
基
準
に

つ
い
て
は
。

　
　
　
　
町
道
以
外
の
生
活
道
路
の
支

給
基
準
を
準
用
し
て
維
持
管
理
の
支
援

を
し
て
お
り
、
生
コ
ン
、
敷
砂
利
は
12

立
方
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
し
て
い
る
。

　
　
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
認
定

団
体
の
行
政
区
に
は
、
生
コ
ン
や
農
業

用
排
水
路
改
修
等
の
現
物
支
給
の
区
域

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
線
引
き

は
。

　
　
　
　
認
定
団
体
に
お
け
る
協
定
対

象
区
域
の
維
持
管
理
補
助
に
は
原
材
料

は
支
給
し
な
い
。区
域
外
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
か
ら
の
申
請
を
受
け
て
原
材
料

を
支
給
し
て
い
る
こ
と
で
区
別
し
て
い

る
。

　
　
　
認
定
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー

ド
事
業
は
認
可
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政

区
と
一
体
の
も
の
で
な
い
の
で
は
。

　
　
　
　
県
と
も
協
議
し
検
討
し
て
い

き
た
い
。

町
長

産
業
振
興
課
長

問

町
長

町
長

問教
育
長

町
長

問問

町
長

屋外での大会開催風景

問
国
道
二
八
九
号
線
・
県
道

黒
磯
棚
倉
線
整
備
を
問
う

答
国
道
二
八
九
号
線
で
は
金

沢
内
地
区
の
側
溝
整
備
、

黒
磯
・
棚
倉
線
で
は
戸
中

峠
ト
ン
ネ
ル
化
の
計
画
調

査
に
つ
い
て
要
望

問 問町
長

町
長

問答
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致

を
問
う

観
光
面
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
検
討

　
　
　
今
ま
で
の
誘
致
活
動
の
内
容
と

現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
「
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
」
多

目
的
広
場
と
総
合
体
育
館
及
び
棚
倉
田

舎
倶
楽
部
の
三
施
設
を
誘
致
施
設
と
し

て
、
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
課
に
要
望
し
て

い
る
。

　
　
　
現
在
の
町
の
多
目
的
広
場
の
人

工
芝
を
規
格
に
合
う
も
の
に
し
た
ら
、

予
算
的
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
面
当
た
り
二
億

五
千
万
円
か
ら
六
千
万
円
程
度
の
費
用

が
必
要
。

　
　
　
こ
の
ま
ま
厳
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
別
な
方
向
性
で
何
か
違
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
面
と
か
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。 問問 生

涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

問教
育
長

古市  泰 久
ふる　  いち          やす　 ひさ

問
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
実
態
と

捕
獲
隊
の
状
況
に
つ
い
て

答
被
害
実
態
は
、
水
稲
の
な

ぎ
倒
し
、
大
豆
の
掘
り
起

し
等
が
主
な
被
害
で
あ

り
、
捕
獲
金
額
、
報
償
費

は
堅
持
し
た
い
。併
せ
て
、

カ
ワ
ウ
捕
獲
奨
励
金
に
つ

い
て
も
近
隣
市
町
村
へ
確

認
し
検
討
す
る

一般質問　平成28年9月定例会 平成28年9月定例会　一般質問を 問 うを 問 う棚 倉 町 政棚 倉 町 政

問



問
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
で
の
振

興
策
は

答
ゴ
ル
フ
振
興
目
的
の
物
で

は
な
い

　
　
　
学
校
給
食
の
無
料
化
に
つ
い

て
、郡
内
の
現
状
を
見
る
と
、矢
祭
町
、

鮫
川
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
を
出
し

て
お
り
、
今
回
新
た
に
塙
町
で
は
町
長

が
議
会
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
来
年
度

か
ら
無
料
化
を
実
現
し
た
い
と
表
明
し

た
。
棚
倉
町
で
は
ま
だ
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
手
つ
か
ず
と
言
う
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
で
本
当
に
良
い
の
か
。
６
月

定
例
会
で
町
長
は
、
新
た
な
子
育
て
支

援
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ど
の
様

な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
は
現
在
、
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　

教
育
長
答
弁
の
と
お
り
で
あ

る
が
、学
校
給
食
費
無
料
化
は
子
育
て
支

援
策
の
提
言
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。

待
機
児
童
と
な
る
要
因
は

問答
保
育
室（
施
設
面
積
）が
不
足
し
て
い
る
た
め

　
　
　
京
セ
ラ
が
撤
退
す
る
事
態
が
お

こ
っ
た
が
、
こ
れ
は
企
業
誘
致
と
裏
表

の
問
題
で
あ
る
。
本
町
で
は
近
年
、
目

立
っ
た
企
業
誘
致
が
実
現
し
て
い
な

い
。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

本
気
に
な
っ
て
誘
致
す
る
決
意
が
見
れ

な
い
。
役
場
で
は
専
門
の
担
当
職
員
が

い
な
い
。
し
か
も
土
地
は
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
方
式
で
あ
り
本
格
的
に
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
旧
白
棚
線

の
う
ち
、
新
町
か
ら
金
沢
内
の
間
を
Ｊ

Ｒ
か
ら
払
い
下
げ
し
整
備
し
て
、
白
河

の
高
速
交
通
網
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は

企
業
誘
致
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
の
見
解

を
求
め
る
。

　
　
　
　
企
業
誘
致
の
強
化
の
た
め
の

商
工
観
光
係
か
ら
商
工
係
に
独
立
さ
せ

た
。ま
た
、本
町
は
以
前
か
ら
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
方
式
で
あ
っ
た
の
で
今
後
も
こ

の
方
式
で
行
っ
て
い
く
。
な
お
、
旧
白

棚
線
の
払
い
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問

　
　
　
近
年
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
捕
獲
報
奨
金
や
活
動
隊
へ
の
活

動
費
の
支
給
が
遅
い
と
の
批
判
が
あ

る
。
ま
た
、
県
は
認
定
管
理
鳥
獣
捕
獲

事
業
と
し
て
、
１
頭
当
た
り
２
万
３
千

円
を
支
払
っ
て
い
る
。
町
も
同
額
に
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
認
定
管
理
鳥

獣
捕
獲
事
業
の
中
身
を
確
認
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
６
月
定
例
会

で
質
問
の
あ
っ
た
電
気
柵
の
貸
し
出
し

は
３
ヵ
月
に
変
更
し
た
。

町
長

（15）　平成28年9月たなぐら議会だより 平成28年9月たなぐら議会だより　（14）

藤田  智 之
ふじ　　た　　　  とも　 ゆき

鈴木  政 夫
 すず      き           まさ     お

企
業
誘
致
の
為
に
も
旧
白
棚
線
の
払
い
下
げ
を

問答
旧
白
棚
線
の
払
い
下
げ
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　
新
た
な
保
育
園
の
概
要
と
進
捗

状
況
は
。
現
在
の
待
機
児
童
の
状
況
と

そ
の
要
因
は
。
今
後
、
待
機
児
童
は
解

消
さ
れ
る
の
か
。
入
園
基
準
指
数
の
公

開
は
。

　
　
　
　
　
新
園
舎
は
木
造
平
屋
建
て

で
、
約
１
，
４
０
０
㎡
を
予
定
し
て
お

り
、
定
員
を
現
在
の
１
４
０
名
か
ら
１

５
０
名
に
増
や
し
、
最
大
１
８
０
名
に

対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。現
在
土
地
３
，

２
５
３
㎡
を
取
得
し
造
成
中
で
、
来
年

度
に
完
成
さ
せ
、
引
っ
越
し
な
ど
の
準

備
期
間
を
経
て
平
成
30
年
３
月
の
開
園

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
待
機
児
童

は
14
名
。
要
因
は
０
歳
児
の
利
用
希
望

者
が
多
い
た
め
、
施
設
面
積
の
受
け
入

れ
可
能
人
数
に
制
限
が
あ
る
。
新
園
舎

の
建
設
を
機
に
待
機
児
童
の
解
消
に
努

め
た
い
。
基
準
指
数
は
、
要
望
に
応
じ

個
別
に
説
明
し
て
い
る
が
、
今
後
は
公

開
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
３
か
所
の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、

納
税
や
交
付
金
も
あ
る
。
競
技
人
口
の

減
少
な
ど
課
題
も
多
い
の
で
、
振
興
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
は

ゴ
ル
フ
振
興
の
目
的
で
は
な
く
、
ゴ
ル

フ
場
の
為
に
発
生
す
る
財
政
需
要
の
為

の
も
の
で
あ
る
。
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル

フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
大
会
が
十
月
に

開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
る

の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
の

魅
力
の
発
信
に
役
立
て
た
い
。

　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
振
興
の
為
こ
れ
ま

で
各
種
大
会
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
振
興
は
民
間
組
織
で
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
、
ゴ
ル
フ
教
室
の
開
催
も
要
望

し
、
関
係
機
関
と
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
利
用

の
推
進
に
ど
の
様
に
取
り
組
む
か
。
自

動
交
付
機
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
、
費

用
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

　
　
　
　
取
得
、
利
用
な
ど
の
目
標
は

定
め
て
い
な
い
が
、
二
月
か
ら
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
、印
鑑
証
明
書
、

納
税
証
明
書
、
所
得
課
税
証
明
書
の
交

付
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
現
時
点

で
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
具
体
的
な
計
画

は
な
い
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
の
年
間
の

維
持
費
用
は
約
５
２
４
万
円
で
、
こ
れ

ま
で
の
自
動
交
付
機
よ
り
約
39
万
円
増

え
た
が
、
三
年
間
は
二
分
の
一
が
、
特

別
交
付
税
で
処
置
さ
れ
る
。

問 問答
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
費
用
は

年
間
、
約
５
２
４
万
円

コンビニでの各種証明書の交付機

通行止めになったままの旧白棚線

捕獲されたイノシシ

問

産
業
振
興
課
長

問教
育
長

町
長 問答

学
校
給
食
の
無
料
化
の
実

現
を

現
在
、
実
施
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
子
育
て

支
援
の
提
言
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る

問答
効
果
的
な
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
つ
い
て

後
継
者
育
成
支
援
な
ど
、

県
、
県
猟
友
会
及
び
郡
の

対
策
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

一般質問　平成28年9月定例会 平成28年9月定例会　一般質問を 問 うを 問 う棚 倉 町 政棚 倉 町 政

問教
育
長

問町
長

造成が完了した保育園予定地

教
育
長

町
長
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平成28年9月定例会　一般質問を 問 うを 問 う棚 倉 町 政棚 倉 町 政

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
内
外
事
情
に
つ
い
て

問答
引
き
続
き
円
滑
な
運
営
体
制
を
整
え
て
い
く

　
　
　
駐
車
場
か
ら
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
入
る
た
め
の
安
全
配
慮
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
安
全
を
図
る
た
め
利
用
者

の
現
状
把
握
を
行
い
、
警
察
署
や
関
係

部
署
と
協
議
し
て
安
全
確
保
に
努
め

る
。

　
　
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
の
二
階
部

分
を
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
な
か
よ
し

園
）
と
し
て
活
用
す
る
に
至
る
理
由
と

経
緯
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
現
在
、
近
津
幼
稚
園
の
一

部
を
利
用
し
て
い
る
が
、
３
年
保
育
の

実
施
や
大
規
模
改
修
を
予
定
し
て
い
る

た
め
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
二
階
を
改
修

し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
工
事
終
了

後
、
平
成
29
年
度
か
ら
利
用
開
始
を
し

て
い
く
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
階
の
ラ
ビ
ッ

ト
図
書
館
と
物
置
と
し
て
使
用
し
て
い

た
部
屋
を
改
修
し
使
用
す
る
。
利
用
人

藤田  光 子
ふじ　　た　　　  みつ      こ

危険を伴う蓋のないU字溝と横断歩道設置が望まれる

数
に
よ
っ
て
は
小
学
校
で
の
利
用
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
町
と
し
て
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
確
認
し

た
い
。

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
あ
る
。
気
軽
に
利
用
で
き
る

環
境
、
体
制
を
今
後
も
整
え
て
い
く
。

　
　
　
町
内
に
あ
る
案
内
板
の
点
検

や
、
修
復
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
全
町
的
に
調
査
を
し
、
修
復

の
必
要
性
も
含
め
関
係
機
関
と
協
議
す

る
。

　
　
　
山
本
不
動
尊
、
八
槻
都
々
古
別

神
社
を
案
内
す
る
魅
力
的
な
大
案
内
板

を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
観
光
案
内
板
の
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
必
要
性
、
見
や
す
さ
、
景

観
と
の
調
和
、
安
全
性
の
確
保
な
ど
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

置
場
所
や
標
記
内
容
等
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

問問 教
育
長

問子
ど
も
教
育
課
長

教
育
長

問教
育
長

問答
観
光
案
内
板
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
し
、
町

の
全
体
計
画
と
し
て
検
討

す
る

問答
３
年
保
育
試
行
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

実
態
に
応
じ
た
環
境
整
備

を
し
て
い
く

　
　
　
平
成
30
年
度
の
棚
倉
幼
稚
園
の

場
合
、
現
在
の
状
況
で
は
教
室
が
足
ら

ず
絶
対
に
無
理
が
生
じ
る
。
幼
児
教
育

の
大
切
さ
を
重
ん
じ
る
政
策
の
中
で
の

試
行
で
あ
る
は
ず
。
町
民
が
納
得
で
き

る
試
行
で
あ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
結

果
を
期
待
し
て
い
る
が
町
と
し
て
は
環

境
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
試
行
を

現
時
点
で
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
幼
稚
園
、
保
護
者
等
か
ら

現
状
の
問
題
点
や
意
見
、要
望
を
聞
き
、

今
後
の
入
園
児
の
推
移
を
把
握
し
、
ク

ラ
ス
の
人
数
、
教
諭
、
支
援
員
の
配
置
、

環
境
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

議会運営委員会先進地視察研修報告議会運営委員会先進地視察研修報告

タブレットを使用しての議会運営について説明を受けた

通年議会のあり方について説明を受けた

石
川
県
内
灘
町

（
10
月
18
日
）

　
平
成
26
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
、
議
員
活
動
の
円
滑
化

と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
事
務
効
率

の
向
上
と
、
資
源
確
保
に
寄
与
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
年
間
2
5
0

万
円
の
経
費
削
減
）

　
ま
た
、
通
年
議
会
の
導
入
を
行
う
た

め
平
成
26
年
６
月
か
ら
通
年
議
会
の
試

行
に
入
り
、
平
成
27
年
12
月
に
通
年
議

会
の
本
格
導
入
の
た
め
の
条
例
改
正
を

行
っ
た
。

　
通
年
議
会
の
導
入
に
よ
り
議
会
が
主

導
的
に
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
月
1
回
の
常
任
委
員
会
と
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
議
会

運
営
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
初
期
投
資
は
あ

る
が
、
経
費
削
減
に
な
る
の
で
、
導
入

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
成
26
年
3
月
に
中
能
登
町
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
、
平
成
28
年
3
月
定

例
会
で
関
係
条
例
の
制
定
と
改
正
を
行

い
、
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
通
年
会

期
制
を
導
入
し
通
年
議
会
が
始
ま
っ

た
。
通
年
議
会
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
以
下
の
4
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

①
会
議
の
予
見
性

②
い
つ
で
も
開
催
で
き
る

③
議
会
の
判
断
に
よ
る
開
議

④
専
決
処
分
の
抑
制

　
通
年
議
会
の
導
入
に
よ
っ
て
、
月
に

１
回
の
常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会
を

開
催
、
委
員
会
の
報
告
を
受
け
る
こ
と

で
、
議
員
全
員
が
問
題
意
識
を
共
有
で

き
る
。

　
棚
倉
町
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
鈴
木　
政
夫

副
委
員
長　
蛭
田　
卓
雄

委　
　
員　
松
本　
英
一

委　
　
員　
藤
田　
智
之

委　
　
員　
佐
川　
裕
一

委　
　
員　
菊
池　
忠
二 

埼
玉
県
伊
奈
町
議
会

来
　
町

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

石
川
県
中
能
登
町

（
10
月
19
日
）

問町
長

問町
長

問教
育
長

生まれ変わった、山岡小学校を
全議員で視察


